















This paper investigates the game of “Prisoner’s Dilemma” with an altruistic utility function. I show
that if each player considers not only his/her own payoff but also the other player’s payoff then there
are cases of the “Saints’ Harmony” in which each player plays a cooperative strategy as an optimal
strategy. Therefore, “Prisoner’s Dilemma” disappears even at one time game. The condition of that
is the level of a moral factor, which is supposed to be less than one, is relatively high. I also show that







































































































































１          ２ 黙秘 自白 
黙秘 １年、１年 ８年、３か月 




１          ２ 黙秘 自白 
黙秘 ３、３ —６、５ 
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１          ２ C D 
C 8、8 4、10 




１          ２ 協調（C） 裏切り（D） 
協調（C） H＋αH, H+αH M＋αG, G+αM 
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間に関する割引因子をβとおき、０から１までの値をとる ሺ0 ൏ ߚ ൏ 1ሻ
お互いカルテルを守り続けた場合の第０期から無限期まで 利得の大きさは次のように示
すことができる。 










1 െ ߚ ൒ 500 ൅
400ߚ






















る期でカルテル破りをして それ以降はカルテル破りを続け というものになる。今 時
間に関する割引因子をβとおき、０から１までの値をとるものとするሺ0 ൏ ߚ ൏ 1ሻ。すると
お互いカルテルを守り続けた場合の第０期から無限期までの利得の大きさは次のように示
すことができる。 
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間に関する割引因子をβとおき、０から１までの値をとるものとするሺ0 ൏ ߚ ൏ 1ሻ。すると
お互いカルテルを守り続けた場合の第０期から無限期までの利得の大きさは次のように示
すことができる。 
450 ൅ 450ߚ ൅ 450ߚଶ ൅ ⋯ ൌ 4501 െ ߚ 			ሺ1ሻ 
次に企業１が第ｔ期にカルテル破 5 0 の利得を得るが、次の期からは相手もカ
テル破りで対抗してくるため、第ｔ＋１期以降はお互いに 4 0 となる場合 第ｔ期以降の
利得の大きさは次のように示すことができる。 
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ߚ ൒ 12 
となる。 















2ܪ ൐ ሺܩ ൅ܯሻが、しっぺ返し戦略の組が繰り返しゲームのナッシュ均衡点となるために必
要であることをみておこう。もし、プレイヤー１が最初の行動を裏切り（D）とすると、
（協調(C)、裏切り(D)）と（裏切り(D)、協調(C)）（以下では(C,D)と(D,C)のように表記す
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１          ２ 黙秘 自白 
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１          ２ カルテルを守る（C） カルテル破り（D） 
カルテルを守る（C） 450、450 375、500 
カルテル破り（D） 500、375 400、400 
出典：泉田成美・柳川隆『プラクティカル産業組織論』より筆者作成 
 
表４ 囚人のジレンマの一般的な  
１          ２ 協調（C） 裏切り（D） 
協調（C） H、H M、G 




１          ２ C D 
C 8、8 4、10 
D 10、4 5、5 
出典：岡田章『ゲーム理論』より筆者作成 
 
表６ 徳因子を考慮 た利得表 
１          ２ 協調（C） 裏切り（D） 
協調（C） H＋αH, H+αH M＋αG, G+αM 
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 定理１ 繰り返し囚人のジレンマ・ゲームにおいて、プレイヤーの 割
引因子βが、 
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と財２の 量ݔଵ ݔଶ 個人の効用関数を、 
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ܪ ൅ ߙܪ					ሺ7ሻ 
 このように他者の利得（効用）を「徳因子」でウェイト付けして考える類似の手法は、
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である。これをαについて解くと(9)式右辺の左側の値を得る。2H ൐ ሺG ൅Mሻであることか
らその値が１より小さいことが保証される。続いて、プレイヤー２が裏切りを選択した場
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択することが合理的に説明 き ということである。 
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 こ では、利他性を考慮 II り物ゲームがどのように修正されるの
かを考察する。 の個人１と２がお互いに財の贈り物 する状況を考えよう。財は２種
類とし、財１と財２の消費量ݔଵとݔଶに対して、個人１の効用関数は徳因子αの下、 
ଵܷ ൌ ݑଵሺݔଵ, ݔଶሻ ൅ ߙݑଶሺݔଵ, ݔଶሻ ൌ ݔଵଵݔଶଵ ൅ ߙݔଵଶݔଶଶ 
とする。個人２の効用関数  
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